
ＪＡ組織としての農作業時
熱中症予防対策への取り組み
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日本農業労災学会 2025年度第12回大会シンポジュウム
ー地球温暖化時代における熱中症対策を考えるー



本日報告します内容

• 農作業中における死亡事故の発生状況

• ＪＡはだの農業労働災害対策の取り組み

・農業労働災害対策委員会

・改正労働安全衛生規則への対応

・空調服購入助成制度など

・広報媒体を活用しての注意喚起

• ＪＡはだので発生した農作業中における熱中症事故

・事故概要と農業労災請求
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要因別の農作業死亡事故発生状況（2023年）  
農業機械作業に係る事故１４７人（62.3％） 人 構成率

乗用型トラクター 61 25.8%

歩行型トラクター 9 3.8%

農用運搬車 12 5.1%

自脱型コンバイン 13 5.5%

動力防除機 7 3.0%

動力刈払機 1 0.4%

農用高所作業機 3 1.3%

その他 41 17.4%

農業用施設作業に係る事故６人（2.5％） 　 2.5%

機械・施設以外の作業に係る事故８３人（35.2％）

熱中症 37 15.7%

稲わら焼却中等の事故 17 7.2%

圃場・道路からの転落 10 4.2%

木等の高所からの転落 3 1.3%

その他 16 6.8%

　

　

• 農作業死亡事故において、
「熱中症」による死亡者は
37人と全体の15.7％となっ
ており増加傾向です。

• 2024年度の夏季（5～9月）
において、田畑等で農作業
中に熱中症によって緊急搬
送された人数は2,322人で
直近5年で最多となってい
る。

※出所：農林水産省「農作業死亡事故調査」より8月27日筆者作成
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農作業中の熱中症による死亡事故の発生状況
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2011年～
2022年

引用：農林水産省調べ「都道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査を基に 2025年6月4日筆者作成

※10年間で257人発生

※全体の約73％が田・普通旗で発生



農業労働災害対策委員会
「農業労働災害対策委員会規程（抜粋）1978年12月22日設定」

【目的】
組合員の農作業の安全対策や農業機械化の在り方などを検討し、
事故防止活動を推進する。

【事業】
◆農作業安全対策活動計画
◆農薬・農業機械事故防止対策に関すること
◆農業労災保険加入促進対策に関すること
◆その他農業労災対策に関する事項

【構成員】
常勤理事 非常勤理事3名 生産組合長7名 青年部5名 女性部2名
※任期は2年
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労働安全衛生規則の改正について

令和7年6月1日から労働者を雇用する全ての事業者に対して、労
働者への熱中症対策の義務化。

労働者の熱中症の重篤化による死亡災害を防止するため、熱中症
のおそれがある作業者を早期に発見し、迅速かつ適切に対処する
ことが必要であることから、厚生労働省は労働安全衛生規則（省
令）を改正した。。

※事業者には、労働者を雇用する農業者や農業法人も含まれます。

労働者を雇用する事業者は、労働者への熱中症対策として、

「体制整備」「手順作成」「関係労働者への周知」を義務付
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農業労働災害対策委員会規程の一部改正

【事業】

◆農作業安全対策活動計画

◆農薬・農業機械事故防止対策に関すること

◆農業労災保険加入促進対策に関すること

◆その他農業労災対策に関する事項

◆農作業安全対策活動計画

◆農薬・農業機械事故防止対策に関すること

◆農業労災保険加入促進対策に関すること

◆農作業時の熱中症予防対策に関すること

◆その他農業労災対策に関する事項

2025年6月24日一部改正
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2025年6月1日改正労働安全衛生規則が施行され、職場における熱中症対策が
義務化されたため一部を改正する。



農業労災対策委員会の結果を周知

農業労災対策委員会で協議されたことは、「代表生産組合長会
議」、各支所単位で開催される「生産組合長会議」で報告し、そ
れぞれの生産組合（120生産組合）より組合員に回覧で周知され
る。

また、機関紙やホームページを活用し周知・運動展開する。

空調服購入助成制度は、生産組合や生産部会を通じて周知・取り
まとめを行う他、兼業農家が多いこともあり、機関紙やホーム
ページを活用して周知する。
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空調服購入助成制度（2022年度設定）

「購入金額の半額を助成（上限三万円）」

• 購入費用の助成は空調服本体やバッテ
リー、ファンなどが対象でセット購入が
できる。

• 2025年度実施中。

• 別途、同条件でヒートウェア助成制度を実施。

年度／項目 供給金額 助成金額 正組合員 准組合員 供給人数計

2022年度 2,229,370 1,002,700 64 19 83

2023年度 2,023,120 923,800 57 20 77

2024年度 1,576,160 712,100 40 21 61

計 5,828,650 2,638,600 161 60 221 

（単位：円・人）
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熱中症対策「ハートウォッチ」を斡旋
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毎月発行の機関紙で注意喚起
－組合員訪問日に組合員全戸配布－
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5月下旬より農産物直売所出荷者及び組合員訪問日を通じて管内
農家個々にリーフレットを配布し注意喚起を実施。
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2025年5月末農産物直売所出荷者650名に配布
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農作業中における熱中症事故

2024年7月23日（火）12時30分発見の事故

2025年1月21日（火）事故発生から6か月後に農業労災認定

現在も自宅療養中（歩行困難な状況）

2025年３月7日（火）休業補償金受給



農業労災加入者及び農作業中事故の概要

• 男性 ６９歳

• 農業労災加入内容：「特定農作業従事者」給付日額 5,000円

• 農作業事故概要：地元農産物直売所に出荷後、自宅付近の水田畦畔
で背負い型動力噴霧器を使用して、午前10時頃から除草作業を行っ
ていたところ熱中症で倒れた。倒れた時間は不明。

• 正午になっても帰宅しないので、妻や近所の方が探し12時30分に水
田の畦畔で横になっている本人を意識不明の状態で発見した。

• 稲が生育し、また、畦畔が死角であったため発見が遅れた。
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事故発生場所



農作業中事故発生時のコンディションなど

•気温：３２℃ ・湿度：約７０％ 木陰のない炎天下

•農作業内容：水田畦畔の除草作業

•農作業中の服装： 麦わら帽子

ファン付き空調服（ベストタイプ）

手甲

長靴（水田用）を着用  
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•発見後速やかに大学病院に緊急搬送されたが、重度の熱中症に
よる脳へのダメージと両足に重度の火傷を負う。

•火傷は大きさ500円玉位で6か所は骨まで達していた。8月14日
以降、現在まで全５回の皮膚移植を行った。

•傷病の部位及び傷病名：◆熱中症

  ◆両側腿部第Ⅱ度熱傷

※表皮だけでなく、真皮にまでおよぶ火傷

◆両側小脳梗塞

2024年7月23日～2025年1月30日まで、大学病院に入院

2025年1月30日～2025年5月29日まで秦野市内の病院に転院し

リハビリを行う。5月30日より自宅療養
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重度の火傷を負う原因になった農作業用長靴



農業労災請求における状況確認
• 2024年８月２日、事故発生に伴い平塚労働基準監督署に補償手続き等に
ついて電話相談を行う。

• 労働基準監督署は、症例で補償できる・できないは申し上げられないが、
労働災害補償の対象か否かを判断をするために、次の内容を確認したいの
で必要書類を提出するよう求められた。

◆いつ・どのような場所で「水田、畑」

◆どのような環境下「気温、湿度、直射日光」

◆どのような状況下「炎天下、風の通りが悪い、日の照り返し」

◆どのような作業内容「動力機械の使用状況」

◆本人の体調、持病、既往歴「日頃の健康状態、飲酒、睡眠不足」

◆本人の服装「帽子の着用、長袖長ズボン、長靴、空調服着用」
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労働基準監督署への対応と経過【1】
• 2024年7月23日 農作業中の事故発生

• 2024年8月  2日 労働基準監督署へ相談

• 2024年8月14日 火傷皮膚移植手術

• 2024年9月  9日 事故状況や経過についてJA職員実施

   ※支所長、事務担当職員が聞き取り調査を行う。

• 2024年9月10日    火傷皮膚移植手術

以降3回にわたる皮膚移植手術を行う。

• 2024年9月20日    書類「様式5号※、様式7号※」を本人の妻が提出

※JA農業労災事務組合は所定個所に押印後、ご本人の妻が大学病院に

提出する。

※様式第５号：療養補償給付及び複数事業労働者療養給付たる療養の給付請求書
※様式第７号：療養補償給付及び複数事業労働者療養給付たる療養の費用請求書（同一傷病分） 22



労働基準監督署への対応と経過【2】
• 2024年10月～12月にJA農業労災事務組合職員は労働基準監督
署や本人の妻に何度となく書類審査の状況等を確認するが確認
できず。

• 2025年1月21日、労働基準監督署よりJA農業労災事務組合職員
に連絡があり、当該者の書類が1月17日に届いた報告を受ける
と同時に改めて事故詳細について聞き取りがあった。同日、労
働基準監督署より2度目の電話が入り、休業補償の手続きをす
すめるよう指示を受ける。

• 2025年1月29日、書類「様式6号※、様式8号※」が本人の妻か
ら提出される。JA農業労災事務組合は、所定個所に押印後、本
人の妻から大学病院に提出する。

※様式第６号：療養補償給付及び複数事業労働者療養給付たる療養の給付を受ける指定病院等（変更）届
※様式第８号：休業補償給付支給請求書・複数事業労働者休業給付支給請求書・休業特別支給金支給申請書 23



労働基準監督署への対応と経過【3】

• 2025年1月30日、機能回復を目的にしたリハビリを行うため大
学病院から秦野市内の病院に転院する。

• 2025年2月7日、ご本人の妻から書類「様式8号※」が提出され、
JA事務組合職員が受理し、JA事務組合は所定個所に押印後、労
働基準監督署に提出する。

• 2025年3月7日、休業補償金「2024年7月23日～2025年1月30
日まで192日間」が支払われる※①休業等給付金567,000円、②休業等特別給付金189,000円

• この間、入院先病院からご本人への治療費/入院費の請求はない。

※様式第８号：休業補償給付支給請求書・複数事業労働者休業給付支給請求書・休業特別支給金支給申請書
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休業補償金の保険給付について

保険給付の種類
（注1）

支給事由 給付内容 特別支給金
具体的な例

（給付基礎日額10,000円の場合）

休業（補償）等給付
※休業が必要な日ご
とに請求権が発生し、
その翌日から２年

業務災害または通勤災害
による傷病の療養のため
労働することができない
日が４日以上となった場
合

休業4日目以降、休業位
置につき給付基礎日額の
６０％相当額が支給され
ます。

休業特別支給金は、休
業４日目以降、休業１
日につき給付基礎日額
の２０％相当額が支給
されます。

（20日休業の場合）①休業（補
償）等給付 1万円×60％×
（20日－3日）＝10万2千円 ②
休業（補償）等特別支給金 1万
円×20％×（20日－3日）＝3万
4千円

特別加入者に対する保険給付の種類（抜粋）

（注1）「保険給付の種類」欄の〇〇補償給付は業務災害、〇〇給付は通勤災害に対して支
給される保険の名称です。
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MEMO
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MEMO

27



ご清聴ありがとうございました。

HADANO Japan Agricultural Co₋operatives 
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